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  父市がスタートしました　 

 開庁式を挙行  開庁式を挙行 

養父市スタート

　

平
成
十
四
年
七
月
か
ら
協
議
を
進
め
て
き
た
養
父
郡
四
町
（
八
鹿

町
・
養
父
町
・
大
屋
町
・
関
宮
町
）
が
合
併
し
、
四
月
一
日
に
養
父

市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

一
日
に
は
、
養
父
市
役
所
や
養
父
・
大
屋
・
関
宮
の
各
地
域
局
に

お
い
て
、
新
た
な
旅
立
ち
の
開
庁
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

養
父
市
は
、
改
正
合
併
特
例
法
施
行
後
、
兵
庫
県
内
で
合
併
し
た

第
一
号
。
人
口
約
三
万
人
、
面
積
四
二
二
・
七
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
、
県
内
で
は
神
戸
市
に
次
い
で
広
い
市
と
な
り
ま
す
。

　

開
庁
式
は
、
関
係

者
約
二
百
五
十
人
が

参
加
し
て
行
わ
れ
、

梅
谷
馨
市
長
職
務
執

行
者
は
「
養
父
市
の

発
展
の
た
め
に
、
本

庁
舎
と
地
域
局
が
連

携
を
図
り
、
市
の
職

員
が
一
体
と
な
っ
て

最
大
の
努
力
を
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
梅
谷
市

長
職
務
執
行
者
を
は

じ
め
、
八
鹿
町
・
大

屋
町
・
関
宮
町
の
前

　

ま
た
、
午
前
八
時
三
十
分
の
開

庁
と
と
も
に
戸
籍
電
算
シ
ス
テ
ム

が
稼
動
。
養
父
市
役
所
で
初
め
て

の
交
付
申
請
者
、浜
達
人
さ
ん（
高

柳
）
に
対
し
て
、
梅
谷
市
長
職
務

執
行
者
か
ら
住
民
票
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
定
め

て
い
る
三
つ
の
理
念
「
元
気
と
勇

気
」「
安
心
と
安
全
」「
自
立
と
協

働
」
の
も
と
、
い
よ
い
よ
養
父
市

政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
、
少
子
高
齢
化
や
産
業
の
振

興
、
住
民
福
祉
の
充
実
、
生
活
環

境
の
整
備
と
い
っ
た
地
域
が
抱
え

る
課
題
に
対
応
し
、「
響
き
あ
う
心

　

拓
く
明
日　

但
馬
中
央
の
郷
」

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

町
長
四
人
が
「
養
父
市
役
所
」
と

刻
ま
れ
た
銘
板
を
除
幕
。
そ
の
後
、

庁
舎
玄
関
で
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が

行
わ
れ
、
養
父
市
役
所
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

市役所で初めて住民票の交付を受けた浜さん（右）

市役所の前に集合した関係者

開庁を祝い梅谷市長職務執行者らが銘板を除幕




